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坪
井
栄
孝
元
会
長
が
２
月

９
日
、
呼
吸
不
全
の
た
め
、

福
島
県
郡
山
市
内
の
病
院
で

死
去
し
た
。
86
歳
だ
っ
た
。

通
夜
が
２
月
15
日
、
葬

儀
・
告
別
式
が
16
日
に
郡
山

市
内
で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪

主
は
ご
子
息
、
永え

い
や
す保
氏
。

坪
井
元
会
長
は
昭
和
４
年

福
島
県
生
ま

れ
。
昭
和
27
年

日
本
医
科
大
学

を
卒
業
後
、
国

立
が
ん
セ
ン
タ

ー
病
院
放
射
線

部
医
長
を
経

て
、
昭
和
49
年

財
団
法
人
慈
山
会
医
学
研
究

所
を
設
立
し
、
理
事
長
に
就

任
。
そ
の
後
、
同
研
究
所
付

属
坪
井
病
院
院
長
、
名
誉
院

長
を
務
め
た
。

地
域
医
療
活
動
の
傍
ら
、

昭
和
49
年
４
月
か
ら
郡
山
医

師
会
理
事
、
昭
和
55
年
４
月

か
ら
福
島
県
医
師
会
常
任
理

事
を
務
め
、

昭
和
63
年
に

日
医
常
任
理

事
に
就
任
。

そ
の
後
、
平
成
４
年
か
ら
日

医
副
会
長
を
、
平
成
８
年
か

ら
は
４
期
８
年
に
わ
た
り
、

日
医
会
長
を
務
め
た
。

そ
の
間
、
平
成
12
年
に
は

武
見
太
郎
元
会
長
以
来
日
本

人
と
し
て
２
人
目
と
な
る
世

界
医
師
会
長
に
就
任
。
地
球

規
模
で
の
人
類
の
公
衆
衛
生

の
向
上
・
発
展
に
努
め
た
。

ま
た
、
平
成
９
年
に
は
、

日
医
が
目
指
す
「
国
民
の
た

め
の
医
療
政
策
展
開
」
を
強

力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
、「
日

本
医
師
会
総
合
政
策
研
究
機

構
（
日
医
総
研
）
」
を
創
設

し
た
他
、
同
年
７
月
に
は
、

21
世
紀
の
少
子
高
齢
社
会
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
当
面
実

施
す
べ
き
抜
本
改
革
案
を
ま

と
め
た
「
医
療
構
造
改
革
構

想
」
を
公
表
し
た
。

更
に
、
国
民
に
適
正
な
医

療
を
提
供
す
る
た
め
、
国
内

外
か
ら
情
報
を
収
集
・
還
元

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
医
師
会
総
合
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
想
」
を
提
唱
す
る

な
ど
、
地
域
医
療
の
推
進
に

多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
。

平
成
13
年
４
月
に
勲
一
等

旭
日
大
綬
章
を
受
章
し
て
い

る
。な

お
、
３
月
27
日
に
郡
山

市
内
で
坪
井
病
院
主
催
の

「
お
別
れ
の
会
」
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

坪
井
栄
孝
元
会
長
逝
去

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に
向
け 

  

少
な
い
改
定
財
源
の
中
で 

      

そ
れ
な
り
の
評
価
が
で
き
た 

─
横
倉
会
長

政
主
導
で
は
な
く
、
時
代
に

即
し
た
『
改
革
』
を
進
め
な

が
ら
、
過
不
足
な
い
適
切
な

医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
、

我
々
医
療
者
側
か
ら
提
言
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
平
成
30
年
度
の
医
療
と

介
護
の
同
時
改
定
に
向
け
、

早
々
に
検
討
を
開
始
す
べ
き

で
あ
り
、
医
療
を
支
え
る
三

師
会
は
、
相
互
に
連
携
し
、

国
民
誰
も
が
必
要
な
医
療
を

過
不
足
な
く
受
け
ら
れ
る
よ

う
邁ま

い
し
ん進
し
て
い
く
」と
し
た
。

山
科
日
歯
会
長
は
、
「
い

く
つ
か
の
点
で
特
色
が
あ

り
、
期
待
で
き
る
」
と
評
価

す
る
と
と
も
に
、
か
か
り
つ

け
歯
科
医
機
能
に
つ
い
て

は
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
中
で
多
職
種
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
完
結
型

の
医
療
を
推
進
す
る
足
掛
か

中
医
協
総
会
で
は
、
厚
労

省
事
務
局
か
ら
こ
れ
ま
で
の

議
論
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ

た
短
冊
に
具
体
的
な
点
数
を

盛
り
込
ん
だ
答
申
案
が
示
さ

れ
、
診
療
・
支
払
両
側
が
こ

れ
を
了
承
。
答
申
書
に
は
、

「
急
性
期
、
回
復
期
、
慢
性

期
等
の
入
院
医
療
の
機
能
分

化
・
連
携
の
推
進
等
に
つ
い

て
、
影
響
を
調
査
・
検
証
し
、

引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
」

三
師
会
合
同
記
者
会
見

三
師
会
合
同
記
者
会
見
に

は
、
横
倉
会
長
、
山
科
透
日

歯
会
長
、
山
本
信
夫
日
薬
会

長
始
め
、
中
医
協
委
員
で
あ

る
、
中
川
俊
男
・
松
原
謙
二

両
副
会
長
、
松
本
常
任
理
事
、

遠
藤
秀
樹
日
歯
常
務
理
事
、

安
倍
好
弘
日
薬
常
務
理
事
が

出
席
し
た
。

横
倉
会
長
は
、
「
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
も
、
超
高
齢

社
会
に
対
応
す
る
上
で
の
最

重
要
課
題
で
あ
る
地
域
包
括

ケ
ア
の
推
進
に
向
け
て
、
地

域
に
お
け
る
医
療
資
源
を
有

効
活
用
し
な
が
ら
、
必
要
な

財
源
配
分
を
す
る
こ
と
が
重

要
に
な
る
。
今
回
の
改
定
で

は
、
前
回
改
定
に
引
き
続
き

少
な
い
改
定
財
源
の
中
で
は

あ
っ
た
が
、
そ
れ
な
り
の
評

価
が
で
き
た
」
と
の
考
え
を

示
し
た
。

ま
た
、「
財
政
を

緊
縮
し
よ
う
と
す

る
立
場
か
ら
、
成

長
戦
略
や
規
制
緩

和
の
名
の
下
に
、

保
険
給
付
範
囲
を

狭
め
る
圧
力
が
続

い
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
世

界
に
冠
た
る
わ
が

国
の
国
民
皆
保
険

が
崩
壊
す
る
一
番

の
要
因
は
、
『
財

源
抑
制
に
よ
る
給

付
範
囲
の
縮
小
』

に
よ
り
も
た
ら
さ

れ
る
可
能
性
が
高

い
」
と
し
て
、「
財

り
と
な
る
」
と
の
考
え
を
示

し
た
。

山
本
日
薬
会
長
は
、
「
規

制
改
革
会
議
等
で
調
剤
に
対

す
る
厳
し
い
指
摘
が
あ
っ
た

中
で
、
医
科
：
歯
科
：
調
剤

の
比
率
を
こ
れ
ま
で
ど
お
り

維
持
で
き
た
こ
と
は
評
価
す

る
」
と
し
た
上
で
、
か
か
り

つ
け
薬
剤
師
の
推
進
が
盛
り

込
ま
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
「
評
価
の
新
し
い
基
軸

が
出
さ
れ
た
と
受
け
止
め
て

お
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
中
で
、
地
域
医
療
提

供
体
制
を
支
え
る
一
員
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

日
医
・
四
病
協
合
同
記
者
会
見

７
対
１
入
院
基
本
料
の
見
直
し
の
影
響
を 

                               

早
急
に
検
証
す
べ
き

引
き
続
き
行
わ
れ
た
日

医
・
四
病
協
合
同
記
者
会
見

に
は
、日
医
か
ら
横
倉
会
長
、

中
川
・
松
原
両
副
会
長
、
松

本
常
任
理
事
が
、
日
本
病
院

会
か
ら
堺
常
雄
会
長
、
万
代

恭
嗣
常
任
理
事
が
、
全
日
本

病
院
協
会
か
ら
西
澤
寛
俊
会

長
、
猪
口
雄
二
副
会
長
が
、

日
本
医
療
法
人
協
会
か
ら
伊

藤
伸
一
会
長
代
行
が
、
日
本

精
神
科
病
院
協
会
か
ら
は
山

崎
學
会
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出

席
し
た
。

横
倉
会
長
は
、
医
科
部
分

の
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
、

（
１
）
患
者
に
身
近
な
診
療

所
や
中
小
病
院
の
か
か
り
つ

け
医
の
更
な
る
評
価
、（
２
）

在
宅
医
療
の
推
進
、
（
３
）

入
院
の
機
能
分
化
、
（
４
）

医
療
技
術
の
適
正
評
価
、

（
５
）
医
薬
品
の
適
正
使
用

─
の
五
つ
に
分
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

（
１
）
で
は
、
地
域
包
括

診
療
加
算
や
地
域
包
括
診
療

料
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
こ

と
、
ま
た
、
認
知
症
や
小
児

に
お
い
て
新
た
に
か
か
り
つ

け
医
機
能
の
評
価
が
な
さ
れ

た
こ
と
を
評
価
す
る
と
と
も

に
、
特
定
機
能
病
院
及
び
一

般
病
床
５
０
０
床
以
上
の
地

域
医
療
支
援
病
院
に
お
い

て
、
紹
介
状
な
し
で
受
診
し

等
、
18
項
目

か
ら
な
る
附

帯
意
見
が
付

け
ら
れ
る
こ

と

に

な

っ

た
。答

申
取
り

ま
と
め
を
受

け
て
、
診
療

側
を
代
表
し

て
意
見
を
述

べ
た
松
本
純

一
常
任
理
事

は
、
「
当

初

の

議

論

か

ら
、
診
療
・

支
払
両
側
に

は
大
き
な
隔

た

り

が

あ

り
、
い
ま
だ

に
認
識
の
差

が
埋
め
ら
れ

て
い
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る

が
、
双
方
が

歩
み
寄
り
、
答
申
で
き
た
こ

と
は
良
か
っ
た
」
と
感
想
を

述
べ
た
。

な
お
、
日
医
で
は
、
今
回

の
答
申
取
り
ま
と
め
を
受
け

て
、
改
定
の
内
容
を
伝
達
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
都

道
府
県
医
師
会
社
会
保
険
担

当
理
事
連
絡
協
議
会
を
３
月

５
日
に
開
催
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
（
本
紙
４
月
５
日
号

に
て
詳
報
予
定
）。

かかりつけ医の更なる評価、在宅医療の推進、医療機能分化等を評価

中央社会保険医療協議会総会

平成28年度診療報酬改定に関する答申まとまる
　

中
医
協
総
会
が
２
月
10
日
、
厚
生
労
働
省
で
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

関
す
る
答
申
が
ま
と
ま
り
、
田
辺
国
昭
中
医
協
会
長
（
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究

科
教
授
）
か
ら
塩
崎
恭
久
厚
労
大
臣
（
代
理
：
竹
内
譲
厚
労
副
大
臣
）
に
提
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
日
医
で
は
、
同
日
、
日
本
歯
科
医
師
会
、
日
本
薬
剤
師
会
及
び
四
病
院
団

体
協
議
会
と
共
に
、
相
次
い
で
記
者
会
見
を
行
い
、
横
倉
義
武
会
長
が
今
回
の
改
定
に
対
す

る
日
医
の
考
え
を
説
明
し
た
。

（
２
面
に
続
く
）
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た
場
合
の
定
額
負
担
が
導
入

さ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、

「
こ
う
し
た
外
来
機
能
分
化

の
動
き
の
中
で
、
か
か
り
つ

け
医
機
能
を
強
化
し
、
今
後

の
改
定
で
更
な
る
評
価
を
求

め
て
い
き
た
い
」
と
し
た
。

（
２
）
で
は
、
「
同
一
建
物

居
住
者
の
場
合
」
の
定
義
見

直
し
や
、
同
一
建
物
で
の
診

療
人
数
に
よ
る
評
価
の
細
分

化
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
評

価
す
る
と
と
も
に
、
今
回
一

定
の
要
件
の
下
に
認
め
ら
れ

た
在
宅
医
療
を
専
門
に
行
う

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、「
在

宅
医
療
を
担
う
か
か
り
つ
け

医
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た

め
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
推
進
の
中
で
、
積
極
的

に
地
域
医
師
会
と
協
力
し

て
、
地
域
医
療
を
守
っ
て
欲

し
い
」
と
述
べ
た
。

（
３
）
で
は
、
７
対
１
入

院
基
本
料
の
要
件
が
厳
格
化

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
急

激
な
見
直
し
に
よ
り
医
療
現

場
に
混
乱
が
起
き
れ
ば
、
最

終
的
に
不
利
益
を
受
け
る
の

は
患
者
で
あ
り
国
民
で
あ

る
」
と
し
た
上
で
、
該
当
患

者
割
合
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
は
、

「
医
療
現
場
の
影

響
を
し
っ
か
り
検

証
し
た
上
で
、
必

要
で
あ
れ
ば
早
急

に
対
応
を
行
う
べ

き
だ
」
と
し
た
。

（
４
）
で
は
、「
手

術
報
酬
に
関
す
る

外
保
連
試
案
」
の

改
訂
に
基
づ
き
、

手
術
料
の
見
直
し

が
行
わ
れ
た
こ
と

は
評
価
す
る
と
し

た
他
、（
５
）
で
は
、

長
期
処
方
が
残
薬

の
原
因
の
一
つ
と

な
る
場
合
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
薬
剤

師
と
の
連
携
を
通

じ
て
、
処
方
の
見

直
し
や
、
よ
り
適

切
な
服
薬
指
導
・

薬
剤
管
理
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
と
し
た
。

続
い
て
、
四
病

協
の
各
団
体
か
ら
今
回
の
改

定
に
対
す
る
考
え
が
示
さ
れ

た
。堺

日
病
会
長
は
、
病
棟
群

単
位
で
の
届
出
が
可
能
に
な

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
病
床

機
能
報
告
制
度
の
実
態
と
併

せ
て
、
診
療
報
酬
の
手
当
と

し
て
必
要
か
ど
う
か
適
切
な

検
証
が
必
要
と
し
た
。

西
澤
全
日
病
会
長
は
、
７

対
１
入
院
基
本
料
の
要
件
が

厳
格
化
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
「
７
対
１
を
ど
れ
ぐ
ら

い
の
医
療
機
関
が
算
定
で
き

な
く
な
る
か
懸
念
し
て
い

る
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

人
件
費
を
上
げ
ら
れ
な
い
中

で
の
医
療
の
質
の
担
保
が
課

題
に
な
る
と
し
た
。

山
崎
日
精
協
会
長
は
、「
看

護
職
員
の
月
平
均
夜
勤
時
間

数
の
要
件
の
緩
和
」
や
「
入

院
中
の
他
医
療
機
関
受
診
時

に
お
け
る
減
算
規
定
の
緩

和
」
を
評
価
。

伊
藤
日
本
医
療
法
人
協
会

会
長
代
行
は
、
二
次
救
急
医

療
機
関
に
お
け
る
夜
間
休
日

救
急
搬
送
医
学
管
理
料
の
拡

大
に
つ
い
て
、
「
評
価
す
る

が
、
人
件
費
を
賄
う
と
い
う

意
味
か
ら
す
る
と
十
分
で
は

な
い
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
中
川
副
会
長
が
、
「
７

対
１
入
院
基
本
料
の
要
件
で

あ
る
『
重
症
度
、
医
療
・
看

護
必
要
度
』
は
、
２
年
前
に

見
直
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、

朝
令
暮
改
の
診
療
報
酬
改
定

は
、
現
場
の
混
乱
を
も
た
ら

す
の
み
で
、
慎
重
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

た
」
と
説
明
す
る
と
と
も
に
、

長
期
投
薬
を
見
直
す
方
向
性

が
示
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
「
画
期
的
で
あ
り
、
評

価
し
て
い
る
」
と
し
た
。

松
原
副
会
長
は
、
紹
介
状

な
し
の
大
病
院
受
診
時
の
定

額
負
担
の
導
入
に
つ
い
て
、

「
適
切
な
場
所
で
適
切
な
医

療
を
受
け
る
こ
と
に
実
効
性

を
保
て
る
よ
う
に
、
医
療
資

源
を
分
配
す
る
形
が
大
事
」

と
し
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
管

理
料
に
つ
い
て
は
、
「
若
年

者
へ
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
、

支
払
側
に
も
理
解
さ
れ
た
」

と
述
べ
、
今
回
の
改
定
を
高

く
評
価
し
た
。

松
本
常
任
理
事
は
、
在
宅

医
療
に
つ
い
て
、
「
前
回
改

定
で
は
、
同
一
建
物
で
の
不

適
切
事
例
を
意
識
す
る
あ
ま

り
、
無
茶
な
改
定
が
行
わ
れ

た
。
そ
れ
が
是
正
さ
れ
た
こ

と
は
評
価
す
る
」
と
し
な
が

ら
も
、
「
同
一
建
物
に
お
い

て
も
、
一
人
ひ
と
り
を
診
察

す
る
こ
と
は
変
わ
ら
ず
、
減

額
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」

と
し
た
。

更
に
、
万
代
日
病
常
任
理

事
は
、
病
棟
単
位
で
の
届
出

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
評
価

す
る
一
方
、
「
運
用
す
る
に

は
厳
し
い
要
件
と
な
っ
て
お

り
、
次
回
の
改
定
に
向
け
て

中
医
協
で
議
論
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

猪
口
全
日
病
副
会
長
は
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
の

導
入
に
つ
い
て
、
「
平
成
30

年
度
に
向
け
て
、
療
養
病
床

の
再
編
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
出
る
の
か
検
証
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
述
べ
た
。

平成28年度診療報酬改定の概要
地域包括ケアシステムの推進と医療機能の分化・強化、連携に関する視点

○医療機能に応じた入院医療の評価
・ 一般病棟の「重症度、医療・看護必要度」の見直し
・ 病棟群単位による届出の導入
・ 有床診療所における在宅復帰機能強化加算の新設
・ 入院中の他医療機関受診時減算規定の緩和

○チーム医療の推進、勤務環境の改善、業務効率化の取り組み等を通じた医療従事者の
負担軽減・人材確保
・ 医師事務作業補助体制加算 1 の評価引き上げ

◯地域包括ケアシステム推進のための取り組みの強化
・ 退院支援に関する評価の充実

◯質の高い在宅医療・訪問看護の確保
・ 要件を満たした在宅医療を専門に実施する診療所の開設を認める
・ 小児在宅医療に係る評価の推進
・ 休日の往診に対する評価の充実

◯医療保険制度改革法も踏まえた外来医療の機能分化
・ 紹介状なしの大病院受診時の定額負担の導入

Ⅰ 患者にとって安心・安全で納得できる効果的・効率的で質の高い医療を
実現する視点

◯かかりつけ医の評価
・ 認知症地域包括診療料、認知症地域包括診療加算の新設
・ 小児かかりつけ診療料の新設　

◯情報通信技術（ICT）を活用した医療連携や医療に関するデータの収集・利活用の推進
・ 保険医療機関間で、診療情報提供書を提供する際に、併せて画像情報や検査結果等を電子的

に提供し、活用している場合の評価の新設

◯質の高いリハビリテーションの評価等、患者の早期の機能回復の推進
・ 初期加算、早期加算の算定要件等の見直し
・ 回復期リハビリテーション病棟におけるアウトカム評価の導入
・ 要介護保険者に対する維持期のリハビリテーションについて、評価の適正化を図るとともに、

介護保険への移行を図る
・ 要介護保険者に対するリハビリテーションについて、その目標設定支援等にかかる評価を新設

◯明細書無料発行の推進

Ⅱ

重点的な対応が求められる医療分野を充実する視点

○緩和ケアを含む質の高いがん医療の評価
・ がん診療連携拠点病院について評価している項目において、地域がん診療病院及び小児がん

拠点病院についても評価を行う
○「認知症施策推進総合戦略」を踏まえた認知症患者への適切な医療の評価

・ 身体疾患を有する認知症患者に対するケアの評価の導入
○地域移行・地域生活支援の充実を含めた質の高い精神医療の評価

・ 地域移行を重点的に進める精神病棟の評価の導入
・ 専門的な児童・思春期精神科外来医療の評価の導入
・ 一般病棟において、身体合併症を有する精神疾患患者の受け入れや、精神症状を併せ持つ救

急搬送患者に対し、精神科医が診断・治療を行った場合の評価の新設
○難病法の施行を踏まえた難病患者への適切な医療の評価
○小児医療、周産期医療の充実、高齢者の増加を踏まえた救急医療の充実

・ 小児入院医療を担う保険医療機関のうち、重症児の受け入れ体制が充実している医療機関に
対する評価の新設

・ 夜間休日救急搬送医学管理料の評価の充実
○医薬品、医療機器、検査等におけるイノベーションや医療技術の適切な評価
○DPCに基づく急性期医療の適切な評価

Ⅲ 効率化・適正化を通じて制度の持続可能性を高める視点

○後発医薬品の使用促進・価格適正化、長期収載品の評価の仕組みの検討
・ 院内処方を行っていて、後発医薬品の使用割合の高い診療所について、その使用体制に係る

評価の新設
・ 後発医薬品が存在する全ての医薬品を一般名で処方している場合の評価の新設

○残薬や重複投薬、不適切な多剤投薬・長期投薬を減らすための取り組みなど医薬品の
適正使用の推進
・ 多種類の服薬を行っている患者の処方薬剤を総合的に調整する取り組みを行い、処方薬剤数

が減少した場合の評価の新設

○重症化予防の取り組みの推進
・ ニコチン依存症管理料の対象患者の拡大

◯医薬品、医療機器、検査等の適正な評価
・ 入院時の経腸栄養用製品の使用に係る給付の見直し

Ⅳ

（
１
面
よ
り
）
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横倉会長

ネパール地震の復興支援活動等について
 AMDA菅波代表
    サロジ ネパール医師会副会長と会談

■■■■■■■■

新
た
な
専
門
医
の
仕
組
み
に

懸
念
を
表
明

■■■■■■■■

日
医
・
日
本
獣
医
師
会　
合
同
記
者
会
見

「
第
２
回
世
界
獣
医
師
会
・ 

  

世
界
医
師
会〝One H

ealth

〟 
         

に
関
す
る
国
際
会
議
」

を
日
本
で
開
催

2
月
10
日
・
17
日

横
倉
義
武
会
長
は
、
２
月

18
日
開
催
の
第
44
回
社
会
保

障
審
議
会
医
療
部
会
で
、「
新

た
な
専
門
医
の
仕
組
み
の
準

備
状
況
」
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
改
め
て
日
医
の
考
え

方
と
専
門
医
研
修
の
あ
る
べ

き
姿
の
方
向
性
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

冒
頭
、
同
会
長
は
、
日
本

専
門
医
機
構
（
以
下
、
専
門

医
機
構
）
の
役
割
は
、
学
問

的
・
学
術
的
な
見
地
か
ら
専

門
医
の
認
定
評
価
の
標
準
化

を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
日
医

の
役
割
は
、
地
域
医
療
や
医

療
政
策
を
始
め
と
す
る
医
療

提
供
体
制
全
般
に
つ
い
て
責

任
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
と
強

調
。そ

の
上
で
、
２
月
10
日
に

中
医
協
の
答
申
が
行
わ
れ
た

こ
と
に
触
れ
、
平
成
30
年
度

の
、
医
療
と
介
護
の
同
時
改

定
、
同
じ
く
同
時
改
定
と
な

る
医
療
計
画
と
介
護
保
険
事

業
（
支
援
）
計
画
の
開
始
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
推
進
に
向
け
て
は
、
高

齢
化
に
よ
る
疾
病
構
造
の
変

化
に
対
応
し
、
急
性
期
後
の

受
け
皿
病
床
の
整
備
と
充
実

を
促
す
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
し
た
。

一
方
、
現
在
検
討
さ
れ
て

い
る
専
門
医
の
仕
組
み
に
関

し
て
は
、
高
度
急
性
期
機
能
、

急
性
期
機
能
を
担
う
医
師
に

重
点
を
置
い
た
研
修
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
後

需
要
が
増
大
す
る
回
復
期
、

慢
性
期
へ
の
医
師
の
配
置
が

薄
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
医

療
提
供
体
制
の
中
心
と
な
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進
と
新
し
い
専
門
医
の
仕

組
み
と
の
間
に
生
じ
て
い
る

齟そ

ご齬
に
、
各
地
域
か
ら
不
安

の
声
が
多
く
上
が
っ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
専
門
医
の
研

修
を
行
う
医
師
、
い
わ
ゆ
る

「
専
攻
医
」
が
大
都
市
の
急

性
期
医
療
機
関
に
集
中
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
偏
在

が
拡
大
す
る
懸
念
も
極
め
て

強
く
な
っ
て
い
る
と
し
た
。

更
に
同
会
長
は
、
医
師
の

確
保
が
困
難
な
地
域
が
多
い

現
状
で
、
平
成
29
年
度
か
ら

横
倉
会
長
は
、
藏
内
勇
夫

日
本
獣
医
師
会
長
と
合
同
記

者
会
見
を
行
い
、
「
第
２
回

覚
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、
日
医
で
は
、

２
０
１
３
年
11
月
に
日
本
獣

医
師
会
と
の
間
で
学
術
協
力

の
推
進
に
関
す
る
協
定
書
を

締
結
し
て
い
る
。

横
倉
会
長
は
、「
２
０
１

５
年
５
月
に
ス
ペ
イ
ン
・
マ

ド
リ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
た

『
第
１
回
Ｗ
Ｖ
Ａ
・
Ｗ
Ｍ
Ａ

〝One 
Health

〟
に
関
す
る

国
際
会
議
』
に
お
い
て
、
日

本
獣
医
師
会
の
藏
内
会
長
と

共
に
臨
ん
だ
講
演
及
び
質
疑

応
答
を
通
じ
て
、
日
本
に
お

け
る
両
団
体
の
連
携
と
取
り

組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
結

果
、
第
２
回
会
議
の
開
催
国

と
し
て
日
本
が
指
名
さ
れ

た
」と
説
明
す
る
と
と
も
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、

感
染
症
の
世
界
規
模
で
の

蔓ま
ん
え
ん延
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
触
れ
、
「
人
獣
共
通
感

染
症
、
薬
剤
耐
性
菌
等
の
現

状
及
び
動
向
と
課
題
に
焦
点

を
当
て
、
国
内
外
、
特
に
ア

ジ
ア
の
専
門
家
の
声
を
聞
く

こ
と
で
、
更
な
る
感
染
症
対

策
の
推
進
、ひ
い
て
は
医
学
、

獣
医
学
の
進
歩
に
つ
な
が
る

よ
う
な
会
議
に
し
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。

一
方
、
藏
内
日
本
獣
医
師

会
長
は
、
「
人
獣
共
通
感
染

症
は
わ
が
国
に
と
っ
て
極
め

て
脅
威
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
下
で
両
団
体
が
協
力

し
、
国
民
生
活
の
安
心･

安

全
に
寄
与
す
る
体
制
を
築
く

こ
と
は
日
本
獣
医
師
会
の
念

願
で
あ
り
、使
命
で
も
あ
る
」

と
本
会
議
の
意
義
を
強
調
す

る
と
と
も
に
、
開
催
に
向
け

て
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

世
界
獣
医
師
会
・
世

界

医

師

会〝One 

Health

〟
に
関
す
る

国
際
会
議
」
を
11
月

10
、
11
の
両
日
、
福

岡
県
北
九
州
市
内
で

開
催
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

２
０
１
２
年
10
月

に
開
催
さ
れ
た
世
界

医
師
会（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）バ

ン
コ
ク
総
会
に
お
い

て
、〝Global Health

〟

の

向

上

の

た

め
、

〝One 
Health

〟

の

理
念
の
下
に
獣
医
師

と
医
師
が
協
力
し
合
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
Ｗ
Ｍ
Ａ
と
世

界
獣
医
師
会
（
Ｗ
Ｖ
Ａ
）
の

横
倉
義
武
会
長
は
２
月
10

日
、
石
井
正
三
常
任
理
事
の

同
席
の
下
、
日
医
を
表
敬
訪

問
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
菅
波
茂
代

表
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
支

部
長
で
も
あ
る
ネ
パ
ー
ル
医

師
会
の
サ
ロ

ジ
・
プ
ラ
サ

ド
・
オ
ジ
ャ

副
会
長
と
会

談
し
、
ネ
パ

ー
ル
地
震
の

復
興
支
援
活

動
等
に
つ
い

て
報
告
を
受

け
た
。

２
０
１
５

年
４
月
25
日

に
発
生
し
た

マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
７
・
８

の
大
地
震
は
ネ
パ
ー
ル
中
部

を
直
撃
し
、
各
地
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
一
方
、

そ
の
復
興
の
最
中
の
翌
５
月

に
起
こ
っ
た
余
震
で
は
精
神

的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
強
く
受
け

た
住
民
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
発
症

す
る
な
ど
、
不
安
や
恐
怖
、

頭
痛
な
ど
を
訴
え
る
住
民
が

多
く
見
ら
れ
た
。

し
か
し
、
ネ
パ
ー
ル
で
は

精
神
科
医
、
臨
床
心
理
士
、

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
絶
対

数
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、

被
災
地
で
の
精
神
医
療
が
行

き
届
い
て
い
な
い
現
状
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

で
は
、
日
医
、
ネ
パ
ー
ル
医

師
会
の
協
力
の
下
に
、
心
理

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
え
る

人
材
を
育
て
る
た
め
の
合
同

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
。
現
在
は
、
ヘ
ル
ス

ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
地
方
開
発

担
当
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
約

１
４
０
名
が
履
修
し
て
い

る
。会

談
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
医

師
会
の
サ
ロ
ジ
副
会
長
か
ら

日
頃
の
日
医
の
支
援
に
感
謝

の
意
が
示
さ
れ
た
の
に
対
し

て
、
横
倉
会
長
は
、
「
自
然

災
害
に
お
け
る
住
民
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
た
と
感
じ
て
い

る
。
具
体
的
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
、
そ
の
成
果
を
上
げ

た
今
回
の
経
験
を
、
今
後
の

被
災
者
支
援
に
も
生
か
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
横
倉
会
長
は
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
菅
波
代
表
と
災
害
発

生
時
の
被
災
地
、
被
災
者
支

援
に
お
け
る
連
携
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
強
力
な
も
の
に
し

て
い
く
こ
と
を
改
め
て
確
認

し
た
。

左から石井常任理事、横倉会長、
ネパール医師会のサロジ副会長、AMDA菅波代表

担
保
す
る
こ
と
が
最
も
重
要

だ
と
し
て
、
関
係
者
間
で
の

更
な
る
議
論
を
求
め
た
。

最
後
に
横
倉
会
長
は
、
地

域
医
療
と
専
門
医
の
仕
組
み

を
整
合
さ
せ
る
た
め
に
は
、

日
医
と
専
門
医
機
構
、
各
学

会
の
緊
密
な
連
携
が
必
要
で

あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
や

地
域
医
療
に
配
慮
し
た
病
院

群
の
設
定
等
を
行
う
に
当
た

っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
い
て
、
行
政
、
大
学
、

病
院
、
医
師
会
等
の
関
係
者

が
協
議
・
連
携
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
と
強
調
。「
本

年
１
月
に
は
厚
生
労
働
省
か

ら
通
知
が
出
さ
れ
た
も
の

の
、
現
状
で
は
ま
だ
機
能
が

十
分
で
は
な
い
。
日
医
と
し

て
は
、
病
院
群
の
設
定
に
つ

い
て
地
域
の
取
り
組
み
を
先

行
し
て
行
う
べ
き
と
考
え
て

お
り
、
平
成
29
年
か
ら
と
さ

れ
て
い
る
新
た
な
専
門
医
の

仕
組
み
の
導
入
時
期
の
延
長

も
視
野
に
入
れ
、
ま
ず
は
地

域
の
連
携
状
況
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る

研
修
体
制
の
整
備
を
優
先
す

る
な
ど
、
地
域
医
療
へ
の
影

響
を
極
力
少
な
く
し
て
か
ら

専
門
医
研
修
が
開
始
さ
れ
る

こ
と
を
望
み
た
い
」と
し
た
。

新
た
な
専
門
医
の
仕
組
み
が

始
ま
れ
ば
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
推
進
の
た
め
の
人

材
確
保
は
一
層
困
難
に
な
る

と
の
懸
念
を
示
し
、
「
新
し

い
専
門
医
の
仕
組
み
が
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
は
な

ら
な
い
。
急
激
な
見
直
し
に

よ
っ
て
医
療
現
場
に
混
乱
が

生
じ
れ
ば
、
最
終
的
に
不
利

益
を
受
け
る
の
は
患
者
で
あ

り
国
民
で
あ
る
」
と
指
摘
し

た
。ま

た
、
専
門
医
機
構
と
各

基
本
領
域
学
会
の
関
係
性
に

つ
い
て
も
言
及
し
、
専
門
医

を
認
定
す
る
実
質
的
な
能
力

が
あ
る
の
は
そ
の
学
会
だ
け

で
あ
り
、
国
民
医
療
に
資
す

る
た
め
に
は
、
専
門
医
機
構

が
各
基
本
領
域
学
会
の
専
門

医
の
認
定
過
程
の
透
明
性
を
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日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

秘
書
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
４
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
庶
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
・
企
画
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
・
情
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
／
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）

平
成
27
年
度
日
本
医
師
会

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会

が
２
月
13
、
14
の
両
日
、
４

４
４
名
の
参
加
の
下
、
「
Ｉ

Ｔ
時
代
に
お
け
る
地
域
医
療

連
携
の
あ
り
方
～
『
医
療
介

護
連
携
』
『
医
療
等
Ｉ
Ｄ
』

に
つ
い
て
～
」
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
と
し
て
日
医
会
館
で
開

催
さ
れ
、
熱
心
な
議
論
が
行

わ
れ
た
。

今
回
は
、
本
協
議
会
開
始

前
に
「
プ
レ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

～
見
直
そ
う
シ
ス
テ
ム
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
～
」
が
行
わ
れ
、

矢
野
一
博
日
医

総
研
主
任
研
究

員
が
、
外
部
か

ら
攻
撃
を
受
け

た
日
医
総
研
Ｈ

Ｐ
サ
ー
バ
へ
の

不
正
侵
入
の
顛て

ん

末ま
つ

を
、
茗
原
秀

幸
Ｊ
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｓ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

委
員
会
委
員
長

が
、
昨
年
の
日

本
年
金
機
構
の

情
報
漏
え
い
事

件
の
よ
う
な

〝
標
的
型
サ
イ

バ
ー
攻
撃
〟
な

ど
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
説

明
。
渡
辺
研
司

内
閣
重
要
イ
ン

フ
ラ
専
門
調
査

会
会
長
／
名
古

屋
工
業
大
学
大
学
院
教
授

は
、
「
全
て
の
情
報
を
守
る

こ
と
は
不
可
能
」
と
し
て
、

情
報
を
切
り
分
け
る
〝
セ
グ

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
〟
の
考
え

方
を
提
案
し
た
。

引
き
続
き
、
午
後
３
時
か

ら
は
石
川
広
己
常
任
理
事
の

総
合
司
会
で
協
議
会
が
開

会
。
冒
頭
、
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
横
倉
義
武
会
長
は
、「
改

正
個
人
情
報
保
護
法
で
は

『
病
歴
』
が
『
要
配
慮
個
人

情
報
』
と
な
り
、
病
歴
等
の

情
報
は
い
わ
ゆ
る
オ
プ
ト
ア

ウ
ト
方
式
で
の
第
三
者
提
供

が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
日
医
は
、
患
者
の
同
意

を
得
た
上
で
こ
の
よ
う
な
情

報
を
安
全
に
扱
う
た
め
、
電

子
認
証
局
、
医
療
等
Ｉ
Ｄ
の

創
設
に
つ
い
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
」
と
し
た
。

続
い
て
あ
い
さ
つ
し
た
協

議
会
運
営
委
員
長
の
平
松
恵

一
広
島
県
医
師
会
長
は
、「
今

回
の
地
域
医
療
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
今
ま
で
と
少
し
視
点
を

変
え
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
医
療
介
護
連
携
を
テ
ー
マ

と
し
た
。
フ
ロ
ア
か
ら
生
の

声
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
」
と

述
べ
た
。

各
地
域
に
お
け
る
多
職

種
連
携
の
取
り
組
み
を

紹
介ま

ず
、
「
Ⅰ
．
地
域
医
療

セ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
は
、
富
山

県
の
藤
岡
照
裕
下
新
川
郡
医

師
会
理
事
が
、Microsoft

社

のGroove

を
活
用
し
た
「
あ

ん
し
ん
在
宅
ネ
ッ
ト
に
い
か

わ
」
に
つ
い
て
、
本
シ
ス
テ

ム
に
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

機
能
が
あ
り
、
職
種
の
垣
根

を
越
え
た
検
討
・
協
力
が
可

能
に
な
っ
て
い
る
と
報
告
。

窪
田
理
愛
媛
県
医
師
会
常

任
理
事
は
、
県
医
師
会
が
Ｖ

Ｐ
Ｎ
で
構
築
し
て
い
る
「
連

携
Ｅ
Ｍ
Ａ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
つ
い
て
、
在
宅
医
療
連
携

Ｂ
Ｂ
Ｓ
の
概
要
と
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
紹
介

し
た
。

高
尾
洋
之
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
准
教
授
は
、
医
療
用

に
特
化
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
プ
リ

「Join

」
を
中
心
に
、
大
分

県
の
舛
友
一
洋
臼
杵
市
医
師

会
医
療
福
祉
統
合
セ
ン
タ
ー

長
は
、
昨
年
11
月
現
在
で
８

３
９
５
枚
の
「
石
仏
カ
ー
ド

（
フ
ェ
リ
カ
カ
ー
ド
）
」
を
発

行
し
て
い
る
「
う
す
き
石
仏

ね
っ
と
」
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
報
告
し
た
。

医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
中
の
一
部
と
し
て
在
宅
介

護
連
携
の
仕
組
み
を
つ
く
っ

て
い
る
「
ひ
ろ
し
ま
医
療
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｈ
Ｍ
ネ

ッ
ト
）
」
に
つ
い
て
は
、
藤

川
光
一
同
事
業
統
括
本
部
長

が
「
共
同
在
宅
診
療
支
援
シ

ス
テ
ム
（
医
師
協
業
）
」
と
「
在

宅
医
療
介
護
支
援
シ
ス
テ
ム

（
多
職
種
連
携
）
」
の
２
つ
の

在
宅
医
療
支
援
ツ
ー
ル
に
つ

い
て
解
説
。

長
島
公
之
栃
木
県
医
師
会

常
任
理
事
は
、
イ
ン
フ
ラ
も

お
金
も
な
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
専
門

家
も
い
な
い
医
師
会
で
も
連

携
が
可
能
と
な
る
完
全
非
公

開
型
医
療
介
護
専
用
Ｓ
Ｎ
Ｓ

「
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
〝
ど
こ
で
も
連
絡

帳
〟
）
」
と
地
域
医
療
連
携
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
「
と
ち
ま
る
ネ

ッ
ト
」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

上
野
智
明
日
医
総
研
主
席

研
究
員
は
、
医
療
・
介
護
分
野

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
多
職

種
連
携
に
関
す
る
追
加
調
査

の
結
果
を
概
説
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

利
用
し
た
多
職
種
連
携
は
約

70
％
が
「
導
入
効
果
が
あ
る
」

と
回
答
し
て
い
る
と
し
た
。

引
き
続
き
、
報
告
者
に
川

出
靖
彦
岐
阜
県
医
師
会
副
会

長
、
佐
伯
光
義
愛
媛
県
医
師

会
常
任
理
事
、
山
本
隆
一
東

京
大
学
大
学
院
特
任
准
教

授
、
石
川
常
任
理
事
を
加
え

た
総
勢
11
名
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
参
加

職
種
・
情
報
の
範
囲
）
や
運

用
（
実
施
母
体
、
行
政
の
関

与
、
コ
ス
ト
等
）
に
関
し
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。14

日
に
は
、
ま
ず
、
「
日

医
Ｉ
Ｔ
戦
略
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

が
行
わ
れ
、
「
医
師
資
格
証
」

の
発
行
状
況
と
「
Ｊ
Ａ
Ｌ 

Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
登
録
制
度
」

な
ど
の
身
分
証
と
し
て
の
利

用
、
統
合
出
欠
単
位
管
理
シ

ス
テ
ム
、
診
療
報
酬
点
数
算

定
が
で
き
る
「
電
子
紹
介
状

等
の
医
療
文
書
」
を
作
成
し
、

電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
て
い

な
い
医
療
機
関
で
あ
っ
て
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
地
域
医
療

連
携
に
参
加
で
き
る
環
境
を

提
供
す
る
「MI_CAN

」
の
最

新
情
報
を
紹
介
。

そ
の
他
、
日
医
が
政
府
系

フ
ァ
ン
ド
の
（
株
）
地
域
経

済
活
性
化
支
援
機
構
と
共
同

出
資
し
、
昨
年
11
月
４
日
付

で
設
立
し
た
「
日
本
医
師
会

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ａ
管
理
機
構
（
株
）」

に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
等
を
説
明
し
た
。

昼
食
時
に
は
、
初
め
て
の

試
み
と
し
て
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
。
参
加
者
が

自
分
の
携
帯
を
操
作
し
な
が

ら
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

つ
い
て
学
ん
だ
。

医
療
分
野
に
お
け
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
拡

大
を
危
惧
─
石
川
常
任

理
事午

後
か
ら
は
、
「
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
～
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と

医
療
等
Ｉ
Ｄ
に
つ
い
て
～
」

が
行
わ
れ
た
。

石
川
常
任
理
事
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
と
医
療
等
Ｉ
Ｄ
の
関

わ
り
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
報
告
。
個
人
情
報

を
守
る
た
め
に
も
医
療
等
Ｉ

Ｄ
は
必
要
で
あ
り
、
医
療
分

野
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
利
用
拡
大
は
阻
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

向
井
治
紀
内
閣
官
房
社
会

保
障
改
革
担
当
室
内
閣
審
議

官
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関

す
る
多
く
の
疑
問
に
答
え
る

と
と
も
に
、
戸
籍
と
の
ひ
も

付
け
や
、
保
険
証
と
し
て
の

利
用
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
今
後
の
利
活
用
に
向
け
た

展
望
を
述
べ
た
。

篠
原
俊
博
総
務
省
自
治
行

政
局
住
民
制
度
課
長
は
、「
個

人
番
号
カ
ー
ド
に
付
い
て
い

る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
呼
び
出

し
キ
ー
の
み
が
入
っ
て
い
る

の
で
、
万
が
一
落
と
し
た
と

し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
個
人

情
報
が
漏
え
い
す
る
心
配
は

な
い
」
と
説
明
。
今
後
も
、

公
的
個
人
認
証

を
使
っ
た
新
た

な
電
子
政
府
を

展
開
し
、
民
間

サ
ー
ビ
ス
を
広

げ
て
い
く
た
め

に
も
、
公
的
個

人
認
証
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
メ
リ

ッ
ト
を
増
や

し
、
更
な
る
普

及
に
向
け
て
力

を
入
れ
て
い
き

た
い
と
し
た
。

佐
々
木
裕
介

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
参
事

官
（
情
報
政
策
担
当
）
は
、

医
療
等
分
野
の
情
報
連
携
に

用
い
る
識
別
子
（
Ｉ
Ｄ
）
に

つ
い
て
解
説
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
医
療
等
Ｉ
Ｄ
の
導
入

に
向
け
て
、
保
険
者
、
医
療

関
係
者
と
も
協
議
・
検
討
を

続
け
て
い
く
意
向
を
示
し

た
。山

本
東
大
特
任
准
教
授

は
、日
医
に
設
置
さ
れ
た「
医

療
分
野
等
Ｉ
Ｄ
導
入
に
関
す

る
検
討
委
員
会
」
に
お
け
る

議
論
の
内
容
を
報
告
。
引
き

続
き
検
討
を
続
け
、
年
度
内

に
は
実
現
可
能
な
仕
組
み
を

提
言
し
た
い
と
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
次
回
担
当

県
の
蒔
本
恭
長
崎
県
医
師
会

長
が
次
回
の
協
議
会
に
向
け

た
抱
負
を
述
べ
た
後
、
運
営

委
員
会
委
員
の
牛
尾
剛
士
広

島
県
医
師
会
常
任
理
事
が
２

日
間
の
協
議
会
を
総
括
し
、

閉
会
と
な
っ
た
。

な
お
、
本
協
議
会
で
は
、

「
医
師
資
格
証
」
を
使
っ
た

出
欠
管
理
を
行
い
、
１
１
９

名
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　日本医師会電子認証セ
ンターでは医師の資格を
証する「医師資格証」の発
行を進めています。
　発行を希望される方は、
下記のホームページをご覧下さい。

※SAMPLE※

日本医師会電子認証センター
http://www.jmaca.med.or.jp

E-mail 　toiawase@jmaca.med.or.jp

持っていますか？
医師資格証

「
Ｉ
Ｔ
時
代
に
お
け
る
地
域
医
療
連
携
の
あ
り
方

       
〜『
医
療
介
護
連
携
』『
医
療
等
Ｉ
Ｄ
』に
つ
い
て
〜
」

平
成
27
年
度
日
本
医
師
会
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
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日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

秘
書
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
４
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
庶
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
・
企
画
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
・
情
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
／
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）

「
倫
理
審
査
特
別
委
員
会
」
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

―
神
奈
川
県
医
師
会
―

て
倫
理
上
の
問
題
等
を
審
査

し
、
そ
の
研
究
発
表
等
を
支

援
す
る
と
と
も
に
会
員
医
療

機
関
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
が
、
平
成
26
年
２
月
以

降
、
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
オ
バ
ン

の
事
件
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
か
ら
は
、
日
本
医
学
会
利

益
相
反
委
員
会
が
作
成
し
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
て

利
益
相
反
に
関
す
る
審
査
も

倫
理
審
査
と
併
せ
て
行
っ
て

い
る
。

実
際
に
委
員
会

を
設
置
し
て
か
ら

の
申
請
内
容
を
振

り
返
る
と
、
学
会

発
表
の
た
め
の
審

査
依
頼
は
数
件

で
、
医
会
や
開
業

医
の
先
生
方
が
診

療
の
傍
ら
自
ら
行

う
自
主
研
究
の
た

め
の
審
査
件
数
の

方
が
は
る
か
に
多

く
、
先
生
方
の
自

主
研
鑽
を
行
う
姿

勢
に
改
め
て
驚
か

さ
れ
る
。

臨
床
研
究
は
、
医
療
に
お

け
る
疾
病
の
予
防
方
法
、
診

断
方
法
の
改
善
、
疾
病
原
因

及
び
病
態
の
理
解
並
び
に
患

者
の
生
活
の
質
の
向
上
を
目

的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
「
人

を
対
象
と
す
る
研
究
」
で
あ

る
。開

業
医
等
の
先
生
方
は
診

療
の
傍
ら
臨
床
研
究
に
も
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
県
医
師

会
と
し
て
も
少
し
で
も
会
員

の
先
生
方
の
研
究
の
支
援
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ま
た
、
『
人
を
対
象
と
す

る
医
学
系
研
究
に
関
す
る
倫

理
指
針
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
（
平

日　時　平成28年3月27日（日）午前9時30分
場　所　日本医師会館

東京都文京区本駒込2丁目28番16号

１．開　　会
１．会長挨拶
１．報　　告
　　平成27年度日本医師会予算補正並びに平成28年度

日本医師会事業計画及び予算の件
１．議　　事
　　第1号議案　平成27年度日本医師会会費減免申請

の件
１．閉　　会

第136回 日本医師会臨時代議員会 次第

20
年
ほ
ど
前
か
ら
高
血
圧

で
当
院
に
か
か
り
つ
け
の
男

性
患
者
さ
ん
と
の
話
で
す
。

昔
は
少
し
や
ん
ち
ゃ
な
事
も

し
て
い
た
よ
う
で
、
私
が

「
軍し

ゃ

も鶏
鍋
が
好
き
だ
。
食
べ

た
い
」
と
言
う
と
、「
俺
は
昔
、

闘
鶏
を
や
っ
て
た
か
ら
、
軍

鶏
な
ら
手
に
入
る
よ
。
今
度

持
っ
て
き
て
や
っ
か
ら
」
と
、

ど
う
い
う
経
緯
か
は
忘
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
診
察
中

に
そ
ん
な
話
に
な
り
ま
し

た
。数

日
後
、
軍
鶏
が
届
き
ま

し
た
。
妻
が
小
型
の
段
ボ
ー

ル
に
入
っ
た
軍
鶏
肉
を
受
け

取
っ
た
の
で
す
が
、
午
前
の

診
察
を
終
え
た
私
は
玄
関
先

に
置
い
て
あ
る
段
ボ
ー
ル
を

見
つ
け
、
妻
に
「
誰
か
ら
頂

い
た
の
？
」
と
、
聴
い
て
い

る
う
ち
に
異
変
に
気

付
き
ま
し
た
。
箱
の

中
か
ら
か
さ
か
さ
と

音
が
す
る
の
で
、
恐

る
恐
る
少
し
開
け
て
み
る

と
、
何
と
元
気
な
雌
の
軍
鶏

が
こ
ち
ら
を
見
て
私
を
つ
つ

こ
う
と
し
て
い
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

「
生
き
て
る
じ
ゃ
な
い
か
」

当
然
下
ろ
し
て
あ
る
（
で
き

れ
ば
、
内
臓
と
筋
肉
が
プ
レ

パ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
る

状
態
の
）
も
の
と
思
い
込
ん

で
い
た
私
は
妻
に
怒
り
を
ぶ

つ
け
ま
し
た
。

ど
う
や
ら
妻
の
「
困
り
ま

す
か
ら
」
と
い
う
言
葉
を
聞

き
流
し
て
、
「
先
生
な
ら
絞

め
ら
れ
る
よ
な
」

と
言
っ
て
置
い
て

行
っ
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
す
。

頸
動
脈
を
切
っ
て
羽
を
む

し
る
な
ど
内
科
医
の
私
に
で

き
る
は
ず
も
な
く
、
向
か
い

の
居
酒
屋
の
親
父
に
相
談
し

ま
し
た
が
、
あ
っ
さ
り
と
「
そ

ん
な
酷む

ご

い
こ
と
で
き
な
い

よ
。
牡
蠣
の
殻
を
開
け
る
の

と
は
大
違
い
だ
よ
」
と
断
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
居
酒
屋
の

親
父
の
実
家
で
は
鶏
を
飼
っ

て
お
り
、
そ
の
軍
鶏
ち
ゃ
ん

も
一
緒
に
飼
っ
て
く
れ
る
こ

と
に
な
り
、
現
在
は
名
前
も

付
け
て
も
ら
い
毎
日
卵
を
産

ん
で
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

さ
て
数
日
後
の
診
察
室
で

は
、
「
先
生
あ
の
軍
鶏
の
味

は
ど
う
だ
っ
た
？
」
と
患
者

さ
ん
。
「
両
国
の
料
理
屋
さ

ん
よ
り
美
味
し
か
っ
た
よ
。

今
度
は
雄
の
内
臓
だ
け
持
っ

て
き
て
欲
し
い
な
」
と
私
。

忘
れ
ら
れ
な
い
贈
り
物
で
し

た
。

 

（
が
ん
こ
親
父
）

患
者
さ
ん
か
ら
の
贈
り
物

成
27
年
３
月
31
日
一
部
改

訂
）
で
は
、
委
員
の
年
１
回

の
研
修
会
の
参
加
が
義
務
化

さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
っ
て
、

委
員
の
先
生
方
に
も
よ
り
適

正
な
審
査
が
求
め
ら
れ
る
な

ど
、
負
担
が
増
し
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
で
も
、
研
究

者
等
が
、
よ
り
円
滑
な
臨
床

研
究
を
行
え
る
よ
う
に
指
針

を
順
守
し
、
臨
床
研
究
を
推

進
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い

る
が
、
県
医
師
会
で
も
患
者

さ
ん
へ
の
医
療
に
還
元
で
き

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
会

員
の
先
生
方
と
共
に
今
後
も

倫
理
審
査
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
。

な
お
、
平
成
21
年
５
月
か

ら
平
成
27
年
３
月
（
平
成
21

年
度
か
ら
平
成
26
年
度
の
６

年
間
）
ま
で
に
取
り
扱
っ
た

審
査
件
数
は
、
医
会
か
ら
の

審
査
依
頼
が
20
件
（
う
ち
継

続
審
査
８
件
含
む
）、
医
師

個
人
が
６
件
、
学
会
発
表
が

１
件
で
合
計
27
件
と
な
っ
て

い
る
。

横
倉
義
武
会
長
は
２
月
23

日
、
今
村
聡
副
会
長
、
鈴
木

邦
彦
常
任
理
事
の
同
席
の

下
、
日
医
会
館
を
訪
れ
た
鎌

倉
克
英
日
本

社
会
福
祉
士

会
会
長
と
会

談

を

行

っ

た
。公

益
社
団

法
人
日
本
社

会
福
祉
士
会

は
「
社
会
福

祉
士
」
の
職

能
団
体
で
、

社
会
福
祉
士

の
倫
理
を
確

立
し
、
専
門

的
技
能
を
研け

ん

鑽さ
ん

し
、
社
会

福
祉
士
の
資

質
と
社
会
的

地
位
向
上
に

努
め
る
と
と

も
に
、
社
会

福
祉
の
援
助
を
必
要
と
す
る

人
々
の
生
活
と
権
利
の
擁
護

及
び
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

日本社会福祉士会と協力し
  地域包括ケアシステム構築を
                     進めていくことを確認

横
倉
会
長

設
立
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
。

現
在
、
全
国
47
都
道
府
県

に
あ
る
社
会
福
祉
士
会
に
は

３
万
９
０
０
０
名
を
超
え
る

社
会
福
祉
士
が
会
員
と
し
て

所
属
し
、
活
動
を
行
っ
て
い

る
。会

談
の
中
で
は
、
鎌
倉
日

本
社
会
福
祉
士
会
会
長
が
資

料
を
基
に
、
同
団
体
の
活
動

を
詳
細
に
説
明
。
「
今
後
も

定
期
的
に
意
見
交
換
を
行
い

な
が
ら
、
日
医
と
の
連
携
を

深
め
て
い
き
た
い
」
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
横
倉
会

長
は
、
「
超
高
齢
社
会
を
迎

え
て
い
る
わ
が
国
に
お
い
て

は
、
社
会
福
祉
士
の
役
割
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く

る
」
と
述
べ
、
今
後
の
社
会

福
祉
士
の
活
動
に
期
待
感
を

表
明
。

更
に
、
両
会
長
は
、
わ
が

国
に
お
い
て
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
て
い
る
地
域
包
括
ケ

神
奈
川
県
医
師
会
で
は
、

現
日
医
常
任
理
事
の
羽
鳥
裕

先
生
を
担
当
理
事
と
し
て
、

平
成
21
年
５
月
に
倫
理
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
。

設
置
の
目
的
は
、
県
医
師

会
が
学
術
団
体
と
し
て
自
身

の
医
療
機
関
で
倫
理
審
査
委

員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
難

し
い
診
療
所
や
小
規
模
病

院
、
医
会
な
ど
が
研
究
発
表

を
企
画
し
た
場
合
に
、
個
人

情
報
等
の
取
り
扱
い
に
関
し

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

て
、
両
団
体
が
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

日
医
と
福
祉
系
の
団
体
と

が
正
式
な
会
談
を
行
う
の

は
、
本
年
１
月
６
日
に
行
わ

れ
た
全
国
老
人
福
祉
施
設
協

議
会
と
の
会
談
（
本
紙
第
１

３
０
６
号
既
報
）
以
来
２
回

目
と
な
る
が
、
日
医
で
は
、

今
後
も
介
護
・
福
祉
系
団
体

と
の
意
見
交
換
を
重
ね
、
そ

の
連
携
を
強
め
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
る
。
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　本年4月30日までに郡市
区医師会に提出して頂く

「平成27年度生涯教育申告
書」 につきましては、 従
前どおりの申告方法とな
ります。
　『日医雑誌』3月号に同
封した別掲の「日本医師
会生涯教育カリキュラム
＜2016＞」 及び「日本医
師会生涯教育制度のご案内」（パンフレット）は、本年4月から運用
を開始する内容となっておりますので、ご留意下さい。
　詳細につきましては、日医ホームページ（http://www.med.or.jp/
cme/about/index.html）をご参照下さい。

本年4月30日までに郡市区医師会に提出頂く

平成27年度生涯教育申告書
について

お知らせ

問い合わせ先：日医生涯教育課　 03─3942─6139（直）

子
育
て
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

宮
城

 

～
子
育
て
の
応
援
と
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
の

虐
待
防
止
を
目
指
し
て
～

基
金
理
事
会
・
代
議
員
会
の
開
催

平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
経
理
予
算
を

承
認

◆
主
催
（
共
催
）
：
日
医
、

公
益
財
団
法
人
Ｓ
Ｂ
Ｉ
子
ど

も
希
望
財
団
、
宮
城
県
医
師

会◆
後
援
：
厚
生
労
働
省
他

◆
日
時
：
４
月
２
日
（
土
）

午
後
２
～
５
時

◆
会
場
：
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ

〔
〒
983
─

０
８
５
２　

宮
城

県
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
５

─

11
─
１
〕

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
日
医
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジ

（http://www.

med.or.jp/people/info/

seminar/004226.html

）

か
ら
所
定
の
申
込
書
を
入
手

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り

日
医
地
域
医
療
第
三
課
子
育

て
支
援
係
宛
て
に
申
し
込
み

願
い
た
い
。

◆
申
込
締
切
：
３
月
25
日

（
金
）
。
だ
た
し
、
定
員
（
２

５
０
名
）
に
な
り
次
第
締
め

切
る
。

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

①
あ
い
さ
つ　

横
倉
義
武
会

長
、
嘉
数
研
二
宮
城
県
医
師

会
長

②
基
調
講
演
「
わ
が
国
の
小

児
保
健
・
医
療
の
課
題
と
健

や
か
親
子
21
の
果
た
す
役

割
」
（
五
十
嵐
隆
国
立
成
育

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事

長
）

③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
「
今
日
の
子
ど
も
家
庭
と

社
会
的
養
護
の
現
状
・
課
題

（
仮
題
）
」
（
加
賀
美
尤
祥
社

会
福
祉
法
人
山
梨
立
正
光
生

園
理
事
長
／
山
梨
県
立
大
学

人
間
福
祉
学
部
特
任
教
授
）

・
「
子
ど
も
が
安
心
出
来
る

生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
虐

待
対
応
と
地
域
連
携
（
仮

題
）
」
（
星
野
崇
啓
さ
い
た
ま

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
・
小
児
精
神
科
医
）

・
「
タ
イ
ト
ル
未
定
」
（
川
村

和
久
か
わ
む
ら
こ
ど
も
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）

・
「
タ
イ
ト
ル
未
定
」
（
柿
沼

紗
都
子
佐
々
木
悦
子
産
科
婦

人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
助
産
師
）

④
討
議

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

先
：
日
医
地
域
医
療
第
三
課

日
本
医
師
・
従
業
員
国
民

年
金
基
金
の
平
成
27
年
度
第

２
回
理
事
・
代
議
員
会
が
２

月
18
日
、
都
内
で
開
催
さ
れ

た
。当

日
は
、
直
近
の
業
務
状

況
が
報
告
さ
れ
た
後
、
次
の

議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、
承
認
さ
れ
た
。

主
な
審
議
事
項

一
、�

平
成
28
年
度
事
業
計
画

二
、�

平
成
28
年
度
経
理
予
算

三
、
そ
の
他

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
頂
き
た
い
。

ま
た
、
基
金
で
は
現
在
、

紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
る
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
基
金
未
加
入
の
方
を
ご
紹

介
頂
き
た
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

〒
113
─
８
６
２
１　

東
京
都

文
京
区
本
駒
込
２
─

28
─

16

〔

03
─

３
９
４
２
─

８
１
８

１
（
直
）
、

03
─

３
９
４
６

─

２
６
８
４
、

gyakutai@

po.med.or.jp

〕

※
当
日
は
会
場
内
に
託
児
所

を
無
料
で
設
置
す
る
予
定

（
定
員
10
名
）
。
利
用
希
望
者

は
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
３

月
25
日
（
金
）
ま
で
に
申
し

込
み
願
い
た
い
。

医師年金 検  索

医師年金
─ご加入のおすすめ─日本医師会
医師年金は、日本医師会が運営する医師専用の
私的年金です。
日本医師会員で満64歳6カ月未満の方が加入でき
ます（申し込みは64歳3カ月までにお願いします）。

受取年金額のシミュレーションが
できます！

医師年金
ホームページ

で

ご加入時の

【シミュレーション方法】
トップページから「シミュレーション」に入
り、ご希望の受取額や保険料、生年月日を入
力すると、年金プランが表示されます。
【仮申込み方法】
「マイページ」に登録すると、ネット上で
医師年金の仮申し込みが可能となります。

http://www.med.or.jp/nenkin/

お問い合わせ・資料請求：日本医師会 年金・税制課          03─3942─6487（直）（平日 9 時半～ 17 時）

日本医師会
http://www.med.or.jp/

日本医師会生涯教育制度
のご案内

日本医師会生涯教育制度は、医師としての姿勢を自ら
律するという、プロフェッショナルオートノミーの理念
のもと、医師の生涯教育が幅広く効果的に行われるた
めの支援体制整備を目的として、昭和62（1987）年
に発足しました。その後今日まで、数次にわたる制度の
改定を行い、その質的向上と充実を図っています。
医師が不断に学習する姿を、より明確な形で国民に
見ていただき、もって、質の高い医療を提供し、国民の
健康に貢献することを目指しています。

“日本医師会生涯教育制度”

日本アレルギー学会
日本医学教育学会
日本医学放射線学会
日本胃癌学会
日本医史学会
日本移植学会
日本医真菌学会
日本医療機器学会
日本医療情報学会
日本医療・病院管理学会
日本ウイルス学会
日本衛生学会
日本衛生動物学会
日本栄養・食糧学会
日本疫学会
日本温泉気候物理医学会
日本解剖学会
日本化学療法学会
日本核医学会
日本眼科学会
日本癌学会
日本感染症学会
日本肝臓学会
日本癌治療学会
日本緩和医療学会
日本気管食道科学会
日本寄生虫学会
日本救急医学会
日本矯正医学会
日本胸部外科学会
日本形成外科学会
日本外科学会
日本血液学会
日本結核病学会
日本血管外科学会
日本血栓止血学会
日本口腔科学会
日本高血圧学会
日本公衆衛生学会
日本交通医学会
日本呼吸器学会

日本呼吸器外科学会
日本呼吸器内視鏡学会
日本細菌学会
日本産科婦人科学会
日本産業衛生学会
日本磁気共鳴医学会
日本耳鼻咽喉科学会
日本周産期・新生児医学会
日本集中治療医学会
日本循環器学会
日本消化器外科学会
日本消化器内視鏡学会
日本消化器病学会
日本小児科学会
日本小児外科学会
日本小児循環器学会
日本小児神経学会
日本職業・災害医学会
日本自律神経学会
日本神経学会
日本神経病理学会
日本人工臓器学会
日本心身医学会
日本腎臓学会
日本心臓血管外科学会
日本人類遺伝学会
日本睡眠学会
日本生化学会
日本整形外科学会
日本生殖医学会
日本精神神経学会
日本生体医工学会
日本生理学会
日本脊椎脊髄病学会
日本先天異常学会
日本造血細胞移植学会
日本大腸肛門病学会
日本体力医学会
日本超音波医学会
日本手外科学会
日本透析医学会

日本糖尿病学会
日本動脈硬化学会
日本東洋医学会
日本内科学会
日本内視鏡外科学会
日本内分泌学会
日本乳癌学会
日本熱傷学会
日本熱帯医学会
日本脳神経外科学会
日本脳卒中学会
日本農村医学会
日本肺癌学会
日本ハンセン病学会
日本泌尿器科学会
日本皮膚科学会
日本肥満学会
日本病態栄養学会
日本病理学会
日本プライマリ・ケア連合学会
日本平滑筋学会
日本ペインクリニック学会
日本法医学会
日本放射線腫瘍学会
日本保険医学会
日本麻酔科学会
日本脈管学会
日本民族衛生学会
日本免疫学会
日本薬理学会
日本輸血・細胞治療学会
日本リウマチ学会
日本リハビリテーション医学会
日本臨床検査医学会
日本臨床細胞学会
日本臨床腫瘍学会
日本臨床スポーツ医学会
日本臨床薬理学会
日本リンパ網内系学会
日本レーザー医学会
日本老年医学会　　  （五十音順）

公益社団法人 日本医師会 生涯教育課　TEL: 03-3942-6139

日本医学会分科会（123 学会）

平成 28 年1月現在

http://www.med.or.jp/cme/生涯教育ポータルサイト

本制度の詳細につきましては、ホームページ掲載の「日医生涯教育制度」をご覧ください。

平成28年2月発行

日本医師会生涯教育制度の 
ご案内

日本医師会 
生涯教育カリキュラム＜2016＞
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広島県
広島市医師会だより
No.587より

ひ
な
ま
つ
り

秋
本
　
尚
孝

東京都
三鷹医人往来
277号より

う
れ
し
か
っ
た
こ
と

倉
本
　
慶
子

宮崎県
日州医事
第789号より

す
ぐ
返
事
を

谷
口
　
二
郎

三
月
三
日
は
上じ

ょ
う
し巳
の
節
句

ま
た
は
桃
の
節
句
と
言
わ
れ

た
五
節
句
の
一
つ
で
江
戸
時

代
ま
で
は
祝
日
で
あ
っ
た
そ

う
で
あ
る
。

ひ
な
祭
り
の
由
来
や
歴
史

は
周
知
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
少
し
温
習
し
て
み
た
。

古
く
は
５
世
紀
に
さ
か
の
ぼ

り
、
宮
中
で
は
流
水
に
杯
を

浮
か
べ
て
詩
を
詠
ん
で
不
祥

を
除
く
〝
曲
水
の
宴
〟
が
あ

り
、
一
方
で
は
身
代
わ
り
と

な
る
ヒ
ト
ガ
タ
（
人
形
）
を
お

は
ら
い
の
道
具
と
し
て
水
に

流
す
風
習
（
流
し
び
な
）
が

あ
っ
た
。

ま
た
中
国
に
も
３
世
紀
頃

か
ら
類
似
し
た
風
習
が
あ

り
、
そ
れ
が
平
安
時
代
に
伝

わ
っ
て
日
本
の
風
習
と
習
合

し
、
宮
中
で
の
上
巳
の
は
ら

い
行
事
か
ら
節
句
に
推
移
し

て
い
っ
た
。
こ
の
節
句
は
公

家
や
武
家
の
行
事
で
あ
っ
た

が
、
江
戸
元
禄
時
代
に
は
庶

民
に
広
く
浸
透
し
発
展
を
遂

げ
た
。
女
の
子
の
遊
び
道
具

で
も
あ
る
人
形
は
、
紙
製
か

ら
衣
装
を
着
せ
た
人
形
と
な

り
、
官
女
や
は
や
し
、
生
活

道
具
な
ど
が
加
わ
り
、
豪
華

に
飾
っ
て
楽
し
む
お
ひ
な
様

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

内
裏
び
な
は
元
々
天
皇
を

意
味
し
一
体
で
あ
っ
た
が
、

十
二
単
を
ま
と
っ
た
皇
后
が

加
わ
り
男
女
一
対
の
人
形
と

な
っ
た
。
日
本
で
は
座
が
左

上
位
の
た
め
向
か
っ
て
右
が

男
び
な
で
あ
っ
た
の
が
、
昭

和
天
皇
が
欧
米
に
倣
っ
て
右

上
位
に
座
を
と
る
よ
う
に
な

り
、
男
び
な
も
向
っ
て
左
へ

置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

た
だ
、
左
大
臣
と
右
大
臣
の

座
は
昔
の
ま
ま
で
あ
る
。

ひ
な
祭
り
に
食
さ
れ
る
ご

ち
そ
う
に
は
、
昔
女
の
子
が
野

外
へ
遊
び
に
行
く
時
に
人
形

と
一
緒
に
持
参
し
た
ひ
な
あ

ら
れ
、
３
色
に
健
康
等
の
願

い
を
込
め
た
菱
餅
、
夫
婦
円
満

な
ど
を
願
う
は
ま
ぐ
り
の
吸

い
物
、
華
や
か
な
ち
ら
し
寿

司
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
い
く
つ
も
の
子
細
が
あ
る
。

欠
か
せ
な
い
の
が
白
酒
で

桃
に
由
縁
が
あ
る
。
昔
、
桃

に
は
魔
除
け
の
霊
力
が
あ
る

と
さ
れ
、
そ
し
て
百
（
百
歳
）

に
通
ず
る
と
こ
ろ
か
ら
長
寿

の
願
い
も
込
め
、
桃
の
花
を

酒
に
入
れ
桃
酒
と
し
て
飲
ま

れ
て
い
た
（
桃
の
節
句
）
。

こ
の
桃
酒
が
室
町
の
頃
か
ら

次
第
に
白
酒
へ
と
変
化
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

私
の
兄
弟
は
男
ば
か
り
だ

が
、
我
々
の
小
さ
い
頃
、
母

が
嫁
入
り
道
具
で
持
っ
て
き

た
ひ
な
人
形
が
床
の
間
に
飾

ら
れ
て
い
た
。
当
時
の
お
も

ち
ゃ
は
粗
末
な
も
の
だ
っ
た

の
で
、
格
別
な
お
も
ち
ゃ
と

し
て
目
に
映
っ
た
。
正
に
精

巧
な
ミ
ニ
チ
ュ
ア
模
型
で
あ

る
。
特
に
小
道
具
に
強
い
関

心
が
あ
り
、
三
人
官
女
の
持

つ
銚
子
や
五
人
ば
や
し
の
笛

や
太
鼓
、
ま
ま
ご
と
の
で
き

る
お
膳
な
ど
、
中
で
も
随
身

の
持
つ
刀
と
弓
矢
が
一
番
の

お
気
に
入
り
で
あ
っ
た
。
何

度
も
手
に
取
っ
て
見
た
記
憶

が
あ
る
。
年
々
傷
ん
で
い
っ

た
よ
う
で
、
記
憶
の
最
後
で

は
、
ぼ
ん
ぼ
り
が
壊
れ
、
桜

と
橘
の
破
壊
さ
れ
た
柵
が
紐

で
く
く
ら
れ
て
い
た
。

現
在
わ
が
家
で
は
、
子
ど

も
達
は
結
婚
し
、
生
ま
れ
て

来
た
孫
達
は
男
ば
か
り
で
、

主
役
と
な
る
女
の
子
が
お
ら

ず
、
ひ
な
人
形
は
仕
舞
っ
た

ま
ま
で
あ
る
。
今
年
も
お
内

裏
様
は
掛
軸
で
勘
弁
し
て
も

ら
い
、
女
の
子
と
は
言
い
難

い
妻
と
二
人
で
、
ひ
な
あ
ら

れ
と
に
ご
り
酒
で
さ
さ
や
か

な
ひ
な
祭
り
を
し
て
い
る
。

10
近
く
歳
の
離
れ
た
姉

は
、
身
内
が
言
う
の
も
ど
う

か
と
思
う
が
、
超
の
つ
く
美

人
で
あ
る
。
ぱ
っ
ち
り
し
た

目
と
鼻
筋
の
通
っ
た
華
や
か

さ
は
、
一
応
二
重
ま
ぶ
た
で

も
普
通
の
日
本
人
顔
の
私
と

は
誰
が
見
て
も
全
く
似
て
い

な
い
。
ま
あ
、
わ
が
家
は
全

員
お
互
い
が
誰
と
も
似
て
い

な
い
の
だ
が
、
姉
妹
で
も
生

ま
れ
て
く
る
年
が
離
れ
る
と

こ
う
も
違
う
か
と
思
う
ほ

ど
、
姉
と
私
は
特
に
、
幼
い

頃
か
ら
誰
が
ど
う
見
て
も
似

て
い
な
か
っ
た
。

姉
の
美
し
さ
は
昔
か
ら
周

り
で
有
名
で
あ
っ
た
。
母
と

小
学
生
の
私
と
が
出
先
で
滅

多
に
会
わ
な
い
知
人
に
遭
遇

す
る
と
、「
あ
ら
、
下
の
お
嬢

さ
ん
？　

あ
ん
ま
り
お
姉
ち

ゃ
ん
と
似
て
な
い
の
ね
え
」

と
い
う
悪
気
の
な
い
明
る
い

声
と
と
も
に
、
何
だ
か
可
哀

想
な
子
を
見
る
よ
う
な
ま
な

ざ
し
を
向
け
ら
れ
た
の
を
覚

え
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
は

一
度
や
二
度
で
は
な
か
っ
た

の
だ
が
、
美
し
い
娘
時
代
真

っ
盛
り
の
姉
と
ま
だ
造
作
の

整
わ
な
い
子
ど
も
の
私
と
で

は
当
然
だ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
当
時
の
私
は
別
段
そ

れ
を
困
っ
た
こ
と
と
認
識
す

る
で
も
な
く
、
外
見
を
気
に

す
る
よ
う
な
ま
せ
た
子
ど
も

で
も
な
か
っ
た
の
で
、
あ
い

ま
い
な
笑
み
を
浮
か
べ
つ

つ
、
立
ち
話
を
す
る
大
人
た

ち
を
た
だ
待
っ
て
い
た
。
比

較
さ
れ
て
も
何
と
も
思
っ
て

い
な
か
っ
た
つ
も
り
で
あ
る

が
、
と
は
い
え
こ
う
し
て
い

ま
だ
に
覚
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
少
し
は

面
白
く
な
い
気
持
ち
も
あ
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
誰
だ

っ
て
美
人
と
言
わ
れ
た
方
が

う
れ
し
い
に
決
ま
っ
て
い
る
。

先
日
両
親
と
私
と
で
京
都

に
行
く
機
会
が
あ
っ
た
。
茶

の
湯
の
世
界
で
は
千
利
休
か

ら
の
流
れ
と
な
る
茶
道
具
を

作
る
家
系
を
職
家
と
言
い
、

千
家
十
職
と
呼
ば
れ
る
が
、

そ
の
中
の
塗
師
、
中
村
宗
哲

家
に
お
邪
魔
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
ん
な
機
会
は
滅
多

に
な
く
、
美
術
館
の
ガ
ラ
ス

張
り
で
見
る
よ
う
な
歴
代
の

塗
物
を
目
の
当
た
り
に
し
、

宗
哲
氏
直
々
に
お
話
し
頂
い

て
我
々
は
平
静
を
装
い
つ
つ

も
内
心
大
興
奮
で
あ
っ
た
。

ミ
ー
ハ
ー
の
我
々
母
娘
は
宗

哲
氏
と
一
緒
に
写
真
を
撮
っ

て
頂
い
て
興
奮
の
ま
ま
帰
路

に
つ
き
、
後
日
母
が
こ
れ
を

自
分
の
茶
道
の
先
生
に
お
見

せ
し
た
と
こ
ろ
、
ま
あ
母
娘

で
似
て
ら
っ
し
ゃ
る
の
ね
、

と
言
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

母
は
「
私
た
ち
似
て
る
っ

て
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
た
～
」
と

う
れ
し
そ
う
に
飽
か
ず
写
真

を
眺
め
て
は
に
こ
に
こ
し
て

い
た
。
申
し
訳
な
い
こ
と
に
、

も
は
や
宗
哲
氏
そ
っ
ち
の
け

で
あ
る
。
大
人
の
あ
い
さ
つ

と
し
て
似
て
い
る
と
言
わ
れ

た
に
し
て
も
、
う
れ
し
そ
う

な
母
を
見
て
い
る
の
が
う
れ

し
か
っ
た
。
美
人
の
方
が
う

れ
し
い
に
決
ま
っ
て
い
る
の

に
、
超
美
人
で
は
な
い
方
の

娘
、
私
と
似
て
い
る
と
言
わ

れ
て
喜
ん
で
い
る
母
を
見
て

い
る
の
が
う
れ
し
か
っ
た
。

母
は
私
と
似
て
い
て
う
れ
し

い
ん
だ
、
と
思
っ
た
ら
、
な

ん
だ
か
胸
が
き
ゅ
う
と
し

た
。
私
も
母
に
似
て
い
る
と

言
わ
れ
て
、う
れ
し
か
っ
た
。

似
て
い
な
い
つ
も
り
で
も

肉
親
と
い
う
の
は
年
月
が
経

て
ば
ど
こ
か
、
顔
で
あ
れ
雰

囲
気
で
あ
れ
、
だ
ん
だ
ん
似

て
く
る
も
の
な
の
か
も
知
れ

な
い
。
き
っ
と
姉
も
私
も
お

互
い
同
士
は
ま
だ
そ
う
で
な

く
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず

つ
母
に
父
に
似
て
き
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
大
事
な
人
と

似
て
い
る
と
言
わ
れ
る
と
う

れ
し
い
。
う
れ
し
く
て
余
計

に
距
離
が
縮
ま
る
。
似
て
い

る
と
言
わ
れ
て
喜
ん
で
く
れ

て
い
る
母
、
親
子
で
次
第
に

似
て
き
た
両
親
に
孝
行
し
た

い
と
思
う
。
与
え
て
も
ら
っ

た
愛
情
に
は
感
謝
し
て
も
し

き
れ
な
い
し
、
私
な
ん
か
に

で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い

る
の
だ
け
れ
ど
、
似
て
い
る

と
言
わ
れ
て
母
が
喜
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
小
さ
な

親
孝
行
の
少
し
だ
け
で
も
で

き
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
て

ま
た
胸
が
き
ゅ
う
と
し
て
、

涙
が
少
し
出
た
。	（
一
部
省
略
）

谷
口
家
の
家
訓
に
、
人
か

ら
モ
ノ
を
頂
い
た
時
や
手
紙

な
ど
を
受
け
取
っ
た
ら
す
ぐ

返
事
を
書
く
と
い
う
の
が
あ

る
。
小
さ
い
時
か
ら
そ
う
し

つ
け
ら
れ
て
き
た
の
で
、
当

た
り
前
の
習
慣
と
思
っ
て
い

た
。そ

の
た
め
、
い
つ
で
も
礼

状
や
返
事
が
出
せ
る
よ
う

に
、
机
の
上
に
は
洗
濯
バ
サ

ミ
に
挟
ま
れ
た
お
手
製
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ハ
ガ
キ
が
置
い
て

あ
る
。
な
ぜ
洗
濯
バ
サ
ミ
に

挟
ん
で
あ
る
の
か
？　

そ
れ

は
た
だ
机
の
上
に
置
い
て
あ

る
と
、
他
の
モ
ノ
に
紛
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
探
す
の
が
面

倒
く
さ
い
と
思
う
か
ら
で
あ

る
。
す
ぐ
に
書
か
な
い
と
出

し
そ
び
れ
た
り
、
結
局
出
さ

な
か
っ
た
り
し
て
し
ま
う
。

返
事
を
書
く
と
い
う
タ
イ
ミ

ン
グ
は
、
す
ぐ
で
は
な
い
と

テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
ら
な
い

か
ら
だ
。

お
中
元
や
お
歳
暮
が
宅
急

便
で
届
く
と
、
そ
の
送
り
状

を
切
り
取
り
、
洗
濯
バ
サ
ミ

に
挟
ん
で
机
の
上
に
置
い
て

お
く
。時
間
を
見
つ
け
て
は
、

必
ず
そ
の
日
の
う
ち
に
お
礼

の
ハ
ガ
キ
を
出
す
。
洗
濯
バ

サ
ミ
は
必
需
品
な
の
で
あ
る
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
送
っ
た
方

も
、
そ
の
ハ
ガ
キ
を
受
け
取

れ
ば
無
事
着
い
た
ん
だ
と
分

か
る
し
、
喜
ぶ
と
思
う
。

患
者
紹
介
の
場
合
も
同
じ

で
あ
る
。
里
帰
り
分
娩
で
帰

っ
て
来
ら
れ
た
際
、
必
ず
紹

介
状
を
持
っ
て
来
ら
れ
る
。

そ
う
い
う
場
合
、
必
ず
来
院

し
た
と
い
う
返
事
を
出
す
よ

う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
分

娩
を
し
た
ら
そ
の
日
の
う
ち

に
お
礼
を
兼
ね
た
返
事
を
出

す
。
出
し
た
こ
と
が
抜
け
る

の
を
防
ぐ
た
め
に
、
カ
ル
テ

の
下
の
所
に
〝
○
月
○
日
返

事
済
み
〟
と
記
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
う
っ
か
り

忘
れ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

す
る
た
め
だ
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
紹
介

し
て
も
返
事
が
来
な
い
こ
と

が
多
い
。
ざ
っ
と
計
算
し
て

み
る
と
、
３
割
く
ら
い
は
全

く
返
事
が
来
な
い
。
多
分
紹

介
し
た
患
者
さ
ん
は
、
そ
こ

を
受
診
し
て
い
る
は
ず
だ
。

せ
め
て
そ
こ
を
受
診
し
た
と

い
う
返
事
く
ら
い
は
欲
し

い
。
そ
し
て
そ
の
後
の
経
過

や
サ
マ
リ
ー
を
送
っ
て
欲
し

い
の
だ
。

今
流
行
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

よ
う
に
、
メ
ー
ル
を
送
っ
た

ら
５
分
以
内
に
返
事
を
出
さ

な
い
と
シ
カ
ト（
無
視
）さ
れ

る
の
で
、
常
に
ス
マ
ホ
を
手

元
に
置
い
て
お
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
ま
で
は
い
か
な

く
と
も
、
そ
う
い
う
風
な
気

持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
。

紹
介
し
て
も
返
事
が
な
い

時
は
、
相
手
の
先
生
の
人
格

が
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

多
分
つ
い
う
っ
か
り
忘
れ
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ

う
い
う
習
慣
が
な
い
の
だ
ろ

う
。モ

ノ
を
頂
い
た
り
、
紹
介

状
を
受
け
取
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
返
事
を
出
す
。
そ
う
い
う

繰
り
返
し
が
そ
の
人
の
信
用

を
高
め
、
信
頼
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

ぜ
ひ
と
も
モ
ノ
を
頂
い
た

り
、
紹
介
状
を
受
け
取
っ
た

ら
、
そ
の
日
に
返
事
を
出
し

て
欲
し
い
。	

（
一
部
省
略
）
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第
34
回
「
心
に
残
る
医
療
」

体
験
記
コ
ン
ク
ー
ル
（
日

医
・
読
売
新
聞
社
主
催
）
の

表
彰
式
が
、
２
月
７
日
に
都

内
で
開
催
さ
れ
、
日
医
か
ら

は
、
横
倉
義
武
会
長
、
石
川

広
己
常
任
理
事
が
出
席
し
た
。

冒
頭
の
主
催
者
あ
い
さ
つ

の
中
で
、
横
倉
会
長
は
、
実

際
の
体
験
に
基
づ
く
医
療
を

通
じ
た
出
会
い
と
信
頼
が
綴

ら
れ
た
作
品
は
、
医
療
提
供

入賞者名一覧� （敬称略）
一般の部
厚生労働大臣賞
　「お父さんの思い出づくり」� 杉本眞由美（福　岡）
日本医師会賞
　｢娘を支えてくれた人たち｣� 福島　正義（静　岡）
読売新聞社賞
　｢看護師Ｅさんとの出会い｣� 山田　幸夫（兵　庫）
入　　　　選
　｢わたしは神様じゃない！｣� 岡野　園子（東　京）
　｢看護師さんの閃きに救われて｣� 鍋島美恵子（福　岡）
　｢母の心の目に見えたもの｣� 中村　和子（千　葉）
　｢病気と共に生きる｣� 藤戸阿由美（佐　賀）
　｢命をいただいて｣� 上島　　博（奈　良）
　｢ありがとう｣� 岩間　泰子（東　京）
　｢心の支え、ベイリー｣� 梅原　美恵（神奈川）
中高生の部
最　優　秀　賞
　｢中三の夏｣� 佐藤　顕子　高1（埼　玉）
優　　秀　　賞
　｢Ｔ先生のレンガ病院｣� 八木橋由祈子　中2（千　葉）
　｢僕が生きる意味｣� 小山　太希　中2（宮　城）
　｢勉強させられた通院・入院生活」�倉田　里穂　高2（京　都）
小学生の部
最　優　秀　賞
　｢時計をもたないぼくの先生｣� 藤原　将眞　小2（千　葉）
優　　秀　　賞
　｢何でも最後まで…悲しみから学んだ事｣
� 池添　　希　小5（奈　良）
　｢重い病気になって｣� 岡田　洋奈　小3（宮　城）
　｢ママと私の心の先生」� 宮下　月希　小3（新　潟）

６
年
９
か
月
と
い
う
短
い

人
生
を
終
え
た
愛

ま
な
む
す
め娘
。
実
に

人
生
の
半
分
以
上
を
お
世
話

に
な
っ
た
、
病
院
の
職
員
の

皆
様
と
は
、
娘
と
の
思
い
出

を
た
く
さ
ん
残
し
て
頂
き
ま

し
た
。

看
護
師
の
Ｆ
さ
ん
が
娘
の

担
当
に
な
り
、
ど
ん
な
人
か

な
ぁ
と
娘
も
ド
キ
ド
キ
し
て

い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
優
し

い
雰
囲
気
の
Ｆ
さ
ん
が
大
好

き
に
な
り
ま
し
た
。
Ａ
Ｋ
Ｂ

48
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
一

緒
に
振
り
付
け
を
覚
え
た

り
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
話
を
し

て
盛
り
上
が
っ
た
り
。
い
つ

も
笑
い
の
絶
え
な
い
病
室
だ

先
生
か
ら
証
書
と
贈
り
物
を

頂
く
時
は
、
し
っ
か
り
と
自

分
の
足
で
立
っ
て
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加

し
た
み
ん
な
が
涙
を
浮
か
べ

な
が
ら
も
笑
顔
で
、
本
当
に

ほ
ほ
え
ま
し
い
時
間
で
し
た
。

Ｆ
さ
ん
の
こ
と
は
娘
も
大

好
き
だ
っ
た
の
で
、
わ
が
ま

ま
や
無
理
も
言
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
で
も
苦
手
な
看

護
師
さ
ん
だ
と
遠
慮
し
て
言

え
な
く
な
る
の
で
、
そ
う
や

っ
て
娘
な
り
に
バ
ラ
ン
ス
を

取
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
Ｆ
さ
ん
は
娘
に
と
っ
て
、

心
の
支
え
に
な
っ
て
い
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
状
態
が
厳
し
く

な
り
、
娘
の
病
室
に
は
ベ
ッ

ド
を
２
つ
並
べ
、
私
と
妻
と

娘
の
３
人
で
川
の
字
に
な
っ

て
寝
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て

く
れ
ま
し
た
。
３
人
で
寝
ら

れ
る
の
は
い
つ
以
来
だ
ろ
う

な
。
昼
に
は
弟
も
遊
び
に
来

て
く
れ
て
、
久
々
の
再
会
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
病
院
職
員

さ
ん
が
娘
に
会
い
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。
娘
と
こ
ん
な
こ

と
あ
っ
た
よ
ね
ぇ
と
、
み
ん

な
思
い
出
し
て
笑
っ
て
い
ま

す
。
き
っ
と
娘
も
聞
い
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
あ

り
が
た
か
っ
た
。
そ
し
て
帰

る
時
み
ん
な
が
言
っ
て
い
ま

し
た
。
「
じ
ゃ
あ
ね
、
今
日

は
帰
る
け
ど
、
ま
た
明
日
会

お
う
ね
」
と
。
ど
ん
な
に
辛つ

ら

い
状
況
に
あ
っ
て
も
、
そ
う

や
っ
て
娘
が
元
気
に
な
る
こ

と
を
信
じ
る
と
い
う
気
持
ち

は
私
達
の
心
に
響
き
ま
し

た
。
そ
し
て
嬉う

れ

し
い
の
か
悲

し
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い

涙
を
た
く
さ
ん
流
し
ま
し
た
。

娘
の
最
期
の
夜
は
や
っ
ぱ

り
Ｆ
さ
ん
と
、
も
う
一
人
、

娘
が
大
好
き
だ
っ
た
看
護
師

さ
ん
が
夜
勤
で
し
た
。
き
っ

と
そ
の
時
を
見
計
ら
っ
て
逝

っ
た
の
だ
ろ
う
ね
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
夜
勤
中
で
忙
し

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
息
を

引
き
取
っ
て
か
ら
、
娘
の
体

を
私
達
と
一
緒
に
お
風
呂
で

綺き

れ

い麗
に
洗
っ
て
く
れ
た
Ｆ
さ

ん
。
「
Ｆ
さ
ん
が
い
て
く
れ

て
、
娘
も
喜
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
」と
言
う
と
、「
い
え
、

私
は
何
も
で
き
な
く
て

…
…
」
と
涙
を
ポ
ロ
ポ
ロ
流

さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

小
学
校
の
入
学
式
に
着
て
い

く
予
定
だ
っ
た
洋
服
を
着
せ

て
く
れ
、
お
化
粧
も
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は
娘

の
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
病

院
職
員
さ
ん
達
が
集
ま
っ
て

き
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
娘

と
の
思
い
出
話
を
し
て
い
ま

す
。「
小
学
校
に
行
け
た
ね
、

良
か
っ
た
ね
」
と
声
を
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。

娘
が
病
気
に
な
ら
な
け
れ

ば
出で

あ逢
わ
な
か
っ
た
ご
縁
。

だ
け
ど
娘
に
と
っ
て
は
、
本

当
に
か
け
が
え
の
な
い
時
間

を
過
ご
さ
せ
て
く
れ
た
人

達
。
元
気
に
さ
せ
て
あ
げ
ら

れ
な
く
て
ご
め
ん
ね
と
涙
を

流
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

本
当
は
元
気
に
な
っ
て
欲
し

か
っ
た
け
ど
、
こ
ん
な
に
も

素
敵
な
人
達
に
囲
ま
れ
て
、

娘
は
幸
せ
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
出
逢
っ
て
く
れ
た
こ
と

に
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
。

者
に
と
っ
て
も
、

あ
り
が
た
く
大
い

に
励
み
に
な
る
と

し
、
受
賞
者
へ
の

祝
意
を
表
し
た
。

そ
の
上
で
、
今
後
、

「
健
康
寿
命
」
を

延
伸
す
る
た
め
に

は
、
高
齢
に
な
っ

て
も
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
き
生
き

と
働
き
続
け
る
、

〝
一
億
総
活
躍
社

会
〟
を
実
現
す
る

こ
と
が
肝
要
で
あ

り
、
「
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く

り
」
が
本
年
の
キ

ー
ワ
ー
ド
と
の
考

え
を
示
し
、
「
日

医
で
は
、
そ
の
実

現
の
た
め
、
『
国
民
と
共
に

歩
む
専
門
家
集
団
』
と
し
て
、

真
に
国
民
に
求
め
ら
れ
る
医

療
提
供
体
制
の
構
築
に
向
け

た
政
策
提
言
に
一
層
努
め
て

い
く｣

と
述
べ
た
。

塩
崎
恭
久
厚
生
労
働
大
臣

（
梅
田
珠
実
厚
労
省
大
臣
官

房
審
議
官
代
読
）
の
祝
辞
に

続
い
て
、
石
川
常
任
理
事
が
、

｢

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
昨
年

の
５
月
21
日
に
募
集
を
開
始

し
、
10
月
14
日
に
締
め
切
っ

た
。
そ
の
結
果
、
９
９
１
編

と
い
う
多
数
の
応
募
が
あ
っ

た
（
内
訳
は
、
『
一
般
の
部
』

が
８
４
０
編
、
『
中
高
生
の

部
』
が
１
０
７
編
、
『
小
学

生
の
部
』
が
44
編
）
。
第
一

次
審
査
で
１
３
８
編
、
第
二

次
審
査
で
40
編
に
絞
ら
れ
、

12
月
７
日
に
行
わ
れ
た
最
終

審
査
で
、
各
賞
が
決
定
し
た｣

と
経
過
報
告
を
行
っ
た
。

引
き
続
き
表
彰
に
入
り
、

「
一
般
の
部
」
で
は
、
厚
生

労
働
大
臣
賞
、
日
本
医
師
会

賞
、
読
売
新
聞
社
賞
の
３
賞

と
、
入
選
の
受
賞
者
に
、
そ

の
後
、
「
中
高
生
の
部
」
並

び
に
「
小
学
生
の
部
」
の
最

優
秀
賞
、
優
秀
賞
の
受
賞
者

に
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
・
副
賞

を
授
与
。
作
家
・
詩
人
の
ね

じ
め
正
一
氏
が
審
査
講
評
を

行
い
、表
彰
式
は
終
了
し
た
。

な
お
、
今
回
の
入
賞
作
品

18
編
は
、
例
年
ど
お
り
冊
子

と
し
て
ま
と
め
、
本
紙
５
月

５
日
号
に
同
封
し
て
全
会
員

に
送
付
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

第34回 ｢心に残る医療｣体験記コンクール表彰式第34回 ｢心に残る医療｣体験記コンクール表彰式

18名の受賞者を表彰

（
全
文
掲
載
）

日
本
医
師
会
賞

「
娘
を
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
」

福ふ
く
し
ま島

　

正ま
さ
よ
し義静

岡
県
静
岡
市

39
歳
・
会
社
員

っ
た
と
思
い
ま
す
。
骨
髄
移

植
を
受
け
る
に
当
た
っ
て

は
、
当
時
３
歳
だ
っ
た
娘
で

も
分
か
る
よ
う
に
、
イ
ラ
ス

ト
付
き
で
分
か
り
や
す
い
冊

子
を
作
っ
て
く
れ
て
、
ゆ
っ

く
り
と
時
間
を
か
け
て
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ど
ん
な

に
小
さ
な
子
で
も
き
ち
ん
と

分
か
り
や
す
く
説
明
を
し

て
、
そ
の
子
に
治
療
を
受
け

入
れ
て
も
ら
う
と
い
う
姿
勢

は
共
感
で
き
ま
し
た
。

面
会
時
間
は
限
ら
れ
て
い

る
の
で
、
私
達
が
行
け
な
い

間
、
看
護
師
さ
ん
を
始
め
、

保
育
士
さ
ん
や
心
理
士
さ

ん
、
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
さ
ん

と
い
っ
た
方
々
が
娘
に
関
わ

っ
て
下
さ
り
、
マ
マ
や
パ
パ

と
離
れ
て
い
て
も
寂
し
く
な

い
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ

っ
た
の
は
本
当
に
心
強
か
っ

た
で
す
。

５
歳
の
時
白
血
病
に
罹か

か

り
、
２
度
目
の
骨
髄
移
植
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。
楽
し
み
に
通
っ
て

い
た
幼
稚
園
も
休
園
す
る
こ

と
に
な
っ
た
娘
で
し
た
が
、

「
頑
張
る
。
病
気
を
や
っ
つ

け
る
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
今
ま
で
の
病
院

で
の
生
活
の
中
で
、
職
員
さ

ん
達
と
信
頼
関
係
が
築
か

れ
、
み
ん
な
と
だ
っ
た
ら
頑

張
れ
る
と
信
じ
た
か
ら
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

移
植
を
乗
り
越
え
て
頑
張

る
娘
で
し
た
が
、
な
か
な
か

良
く
な
ら
な
い
状
態
が
続
き

ま
し
た
。
頑
張
っ
て
幼
稚
園

に
ま
た
行
く
ん
だ
と
い
う
夢

も
叶か

な

わ
な
く
な
り
ま
し
た
。

卒
園
式
に
も
出
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
幼
稚
園
の
先
生

方
と
Ｆ
さ
ん
が
協
力
し
て
、

病
棟
で
娘
の
た
め
だ
け
に
卒

園
式
を
開
い
て
く
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
初
め
は
そ

ん
な
こ
と
で
き
る
の
か
な
ぁ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｆ

さ
ん
が
す
ご
い
情
熱
を
持
っ

て
や
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
Ｆ
さ
ん
中
心
に
病
棟
の

皆
さ
ん
で
手
作
り
の
飾
り
を

造
り
、
お
部
屋
を
華
や
か
に

し
て
く
れ
ま
し
た
。
た
っ
た

一
人
の
た
め
だ
け
に
そ
ん
な

こ
と
を
や
っ
て
く
れ
る
こ
と

に
感
動
し
ま
し
た
。
Ｆ
さ
ん

の
尽
力
も
あ
り
、
無
事
卒
園

式
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
座

っ
て
参
加
し
た
娘
。
驚
い
た

こ
と
に
、
そ
の
時
は
筋
力
が

だ
い
ぶ
弱
っ
て
立
つ
の
も
ま

ま
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
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